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Summary
To obtain breeding materials for biomass production, Miscanthus sacchariflorus were searched and collected 
along the main rivers in the Kii Peninsula in November 2019, and their genetic resources were obtained. A total of 10 
clones were collected in Wakayama, Nara, and Mie, where natural M. sacchariflorus populations were found at riversides 
and riverbeds.
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摘要
　2019 年 11 月に紀伊半島の主要河川において，バイオマス利用を目的とする植物の育種素材としてオギ































が高いことが報告されている（Lewandowski et al. 
2000）．ヨーロッパでは，1980 年代にドイツにお
いてジャイアントミスカンサスのバイオマス利用





























(IBERS) は，バイオマス向け Miscanthus 系統を育成
するための素材として，2006 年に日本や中国，台
湾においてススキ等 Miscanthus 属遺伝資源を 303




















ている登録番号 ‘1993 ‐ 1780’ を株分けして増殖し
たもので，ドイツ（Clifton-Brown and  Lewandowski 












































































 　1 日目（2019 年 11 月 11 日）は，関西空港に到
着後に和歌山県に入り紀の川を上流に向かって移




点から約 15 km 下流の和歌山県橋本市の紀の川河
川敷において，草丈約 150 cm のオギを収集した（No. 
W2，写真 2A および 2B）．この地点のオギは，穂





Photo 1. Miscanthus sacchariflorus collected in Gojo city, 
Nara (Col. No. W1, Yoshinogawa [Nara], altitude 96 m).
写真 1．奈良県五條市で収集したオギ（収集番号 W1，吉野
川（奈良），標高 96 m）．
　2 日目（2019 年 11 月 12 日）は，和歌山市から出
発し有田川町の有田川河畔で小規模な集団を見出
し収集した（No. W3，写真 3）．この集団の草丈は








Fig. 1. Collection sites of Miscanthus sacchariflorus in the Kii Peninsula. 
●: Collection sites and collection number in the Kii Peninsula. 
図1．紀伊半島におけるオギの収集地点． 
●: 紀伊半島おける収集地点と収集番号． 
Fig. 1. Collection sites of Miscanthus sacchariflorus in the Kii Peninsula. 
　　   ● : Collection sites and collection number in the Kii Peninsula.
図 1．紀伊半島におけるオギの収集地点．
          ●：紀伊半島における収集地点と収集番号．
2A
2B
Photo 2A and 2B. Miscanthus sacchariflorus collected in 
Hashimoto city, Wakayama (Col. No. W2, Kinokawa, altitude 
64 m, 2A) and its rhizome (2B).
写真 2A および 2B．和歌山県橋本市で収集したオギ（収集番
号 W2，紀の川，標高 64 m，2A）とその地下茎（2B）．
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（No. W6，写真 6A および 6B）．この地点では，付
近に大規模な自生は見られず，株状の個体が数カ
所に点在していた．白浜町の日置川と潮岬付近の
古座川において河口から 10 km 付近までを探索し，
ススキの自生は見られたがオギの自生は見出せな
かった．那智勝浦町の那智川においても，河口か
ら 5 km 付近までを探索したが，オギの自生は見ら
れなかった．











Photo 3. Miscanthus sacchariflorus collected in Aridagawa 
town, Wakayama (Col. No. W3, Aridagawa, altitude 23 m).
写真 3．和歌山県有田川町で収集したオギ（収集番号 W3，
有田川，標高 23 m）．
Photo 4. Miscanthus sacchariflorus collected in Gobo city, 
Wakayama (Col. No. W4, Hidakagawa, altitude 3 m).
写真 4．和歌山県御坊市で収集したオギ（収集番号 W4，日
高川，標高 3 m）．
Photo 5. Miscanthus sacchariflorus collected in Minabe town, 





Photo 6A and 6B. Miscanthus sacchariflorus collected in 
Kamitonda town, Wakayama (Col. No. W6, Tondagawa, 
altitude 37 m, 6A) and its plant body (6B).
写真 6A および 6B．和歌山県上富田町で収集したオギ（収集
















この地点は標高 183 m で，今回の探索収集で最も
標高が高かった．
　紀伊半島での探索収集において，和歌山県で 5 点，


















Photo 7. Miscanthus sacchariflorus collected in Watarai town, 
Mie (Col. No. W7, Miyagawa, altitude 7 m).
写真 7．三重県度会町で収集したオギ（収集番号 W7，宮川，
標高 7 m）．
Photo 8. Miscanthus sacchariflorus collected in Matsuzaka 
city, Mie (Col. No. W8, Kushidagawa, altitude 11 m).
写真 8．三重県松阪市で収集したオギ（収集番号 W8，櫛田川，
標高 11 m）．
Photo 10. Miscanthus sacchariflorus collected in Iga city, Mie 
(Col. No. W10, Kidugawa [Mie], altitude 183 m).
写真 10．三重県伊賀市で収集したオギ（収集番号 W10，木
津川（三重），標高 183 m）．
Photo 9. Miscanthus sacchariflorus collected in Matsuzaka 


























et al. 2011）， 鹿 児 島 県 錦 江 町 麓 川（Tamura et al. 











れ，アメリカでは「Freedom」（USPTO Plant Patent 




成され，冬季の最低気温が -25.3 oC であったアメ
リカ・イリノイ州アーバナにおいて，既存のジャ
イアントミスカンサス (「Illinois」に相当 ) より優




バナは，年間最低気温が -26.1 から -23.3℃の USDA 
plant hardiness zone 5b に属しており，北海道では
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湿潤 180 出穂 100 太茎 穂が折損，砂壌土
271769 NARCH-
OGI-W2






34.2959 135.5555 64 平坦地 平坦地 紀ノ川
河川敷
ク ズ， ヨ シ，　　
ヨモギ












湿潤 130 出穂 10 やや
太茎

























33.7890 135.3253 9 平坦地 平坦地 南部川
河川敷
ヨ シ， ク ズ，　　
オギ，ヨモギ
















湿潤 280 出穂 2 太茎 背 丈 高 い 大 型， 株














湿潤 180 出穂 2 やや
太茎










34.5422 136.5846 11 平坦地 平坦地 櫛田川
河川敷
オ ギ， ク ズ，　　
アワダチソウ，　
ジョンソングラス



























34.6672 136.1718 183 丘陵地 平坦地 木津川
河畔
オ ギ， ヨ シ，　　
アワダチソウ
湿潤 250 出穂 300 太茎 河道沿いの群落が
各 所 に あ り， オ ギ
優占
Table 1. Miscanthus sacchariflorus collected in the Kii Peninsula
表 1. 紀伊半島におけるオギの収集リスト 
1) 自生地での観察において，茎の直系が 1 cm 前後を太茎，5 mm 前後を細茎とした．
